




私はアメリカのオーガニック農場で2週間農業
体験をしました。平日の午前は室外労働で、野
菜の収穫や草むしり、乳搾りなど、様々な体験が
できました。自由時間を使って、皆で各国の料理
を作って食べたり、プリンストン大学などを見学
したり、充実した楽しい時間を過ごしました。
初めての農業体験で、「食べ物の大切さ」につ
いて改めて考えさせられました。農場でホーム
ステイをして、アジア人の勤労観とアメリカ的な
労働契約観の違いや、お互いの文化の興味深
い点に気づくことができ、国際交流としても大
変貴重な体験をさせていただきました。

（オーガニック農場での
Sustainable agriculture体験

教養学部前期課程2年 

チョウ・イビョウさん ※写真右から4番目）

体験活動プログラム参加者の声

　平成2 4年度から東京大学では、「よりタフに、よりグローバルに」次世代を担っていく学生を育成するという教育目

標を達成する方策のひとつとして、国内外を問わず実社会での多様な体験（ボランティア、インターンシップ、地域体

験、フィールドワークなど）を得る、体験活動プログラムを提供しています。学部前期及び後期課程の学生が正課以

外の場で、さまざまな体験をするサポートをします。

　海外で実施する国際交流体験活動プログラムの多くは、夏季休暇期間を中心に1週間～1ヶ月程度活動するも

のです。自由な時間を利用して、積極的に参加してください。

　平成27年度も国内、海外を問わず体験活動プログラムを実施します。ウェブサイト等で最新情報を確認してください。
　　　　　　　　　　　　　　URL: http://www.u-tokyo.ac.jp/stu01/h19_j.html　もしくは、「東京大学　体験活動」で検索

12. 体験活動プログラム

プログラム名(通称) 内容 開催地 時期 期間

世界の情報発信の中心地ニューヨークの脈動を感じてみよう 卒業生との交流 アメリカ (ニューヨーク) 8月 6日

アメリカ中西部で事業をすることの素晴らしさとチャレンジ 卒業生との交流 アメリカ (シカゴ) 8月 5日

オーガニック農場でのSustainable agriculture体験 農場体験 アメリカ (プリンストン) 8－9月 15日

ロサンゼルスの日系人／日本人のドキュメンタリー・フィルムを制作する 映画製作 アメリカ (ロサンゼルス) 9月 10日

ボストンベンチャー企業インターンシップ インターンシップ アメリカ (ボストン) 9月 10日

ハーバード大学医学部研究室の訪問・見学 医学系研究室訪問 アメリカ（ボストン） 8月 7日

グランゼコールでの研修、およびパリで働く卒業生から学ぶ 現地学生との交流 フランス（パレゾー他） 9月 10日

女子学生のためのフランスの文化・ビジネス研修 卒業生との交流 フランス（パリ他） 8－9月 1ヶ月

国際インターンシップ／ams インターンシップ オーストリア（グラーツ） 8－9月 2ヶ月

iUP. Veneto Experience ワークショップ イタリア（ヴェネチア） 8月 18日

手作りオクスフォードサマープログラム サマープログラム イギリス（ロンドン） 8月 1ヶ月

イギリスの中の「日本」体験 美術館訪問 イギリス（ロンドン他） 9月 7日

ネパールスタディーツアー ボランティア ネパール（シャンジャ他） 9月 20日

新興国インドでのマーケティングリサーチ インターンシップ インド (ニューデリー) 8月 7日

インド・バンガロールで卒業生と一緒に国際体験 インド国際体験 インド (バンガロール他) 8月 8日

インド・ニューデリーで卒業生と一緒に国際体験 インド国際体験 インド (ニューデリー他) 9月 14日

医学と平和　 医療施設訪問 カンボジア (プノンペン) 8月 7日

ペトロナス工科大学サマープログラム サマープログラム マレーシア (ペラ) 9月 15日

起業するならシンガポールでしょう 卒業生との交流 シンガポール 8月 7日

上海および上海近郊の地方都市を中心とした国際交流体験活動 卒業生との交流 中国（上海） 9月 9日

東大生訪中団 ～中国のトップ大学・現地企業等の訪問及び交流～ 卒業生との交流 中国（北京） 9月 10日

日本語教室でのボランティア 日本語指導 日本（本郷キャンパス） 10－12月 3ヶ月

Documentary research for fhe French Embassy インターンシップ 日本（東京都） 9－12月 4ヶ月

国際交流　体験活動プログラム一覧（平成2 6年度版）

※上記プログラムは平成26年度のものです。平成27年度は実施しないプログラムや上記に記載のないプログラムもありますので、必ず学内説明会、及びウェブサイトで最新情報を確認してくださ
い。各項目はあくまで目安とし、簡潔に掲載しています。
※体験活動プログラムは国際交流体験だけではなく、ボランティア、インターンシップ、農林水産業・自然体験、地域体験、フィールドワーク、研究室体験など、様々な活動を含みます。上記表は国
際交流体験のみの抜粋です。

国際協力機構（JICA）

　国際協力機構（JICA）では、青年海外協力隊などのボランティア
事業を実施しています。青年海外協力隊は、途上国の住民と直接交
流しながら、その国が抱える課題に取り組み、経済や社会の発展に
貢献することを目的としています。募集は春と秋の年2回行われ、派
遣国はアフリカ・アジア・中南米、中東地域の約80か国で、活動職種
も120以上と多岐にわたります。応募対象者は20～39歳の日本国
籍を持つ方です。JICAでは、協力隊員が円滑に活動を行うために、
現地事務所にサポートスタッフを配置しているほか、健康面・安全面
での支援体制を整えています。また、派遣国との往復渡航費、現地
生活費等の経費を負担しています。
　開発途上国での活動のなかで度重なる困難や逆境を乗り越えた
協力隊員は、その経験を通じて逞しい精神力・忍耐力、コミュニケー
ション能力を培い、グローバルな視野だけでなく、人間的にも大きく
成長して帰国します。近年は、企業や自治体等が協力隊経験者をグ
ローバル人材として高く評価し、積極的に採用する事例が増えています。
www.jica.go.jp

日本国際ワークキャンプセンター（NICE）

　NICEは、「カラフルでヘルシーな世の中」を目指して日本・世界約
100ヶ国で各種ワークキャンプを主催・派遣する国際ボランティア
NGOです。ワークキャンプとは、その地域の抱える固有の問題を解決
するため、世界中から集まった仲間と1～3週間寝食を共にしながら、メ
ンバーや地域の人たちと共に行うボランティア活動です。2014年は
1335人の日本人ボランティアが海外・日本各地で活躍しました。カン
ボジアの学校での子どもへの英語教育、フィリピンでのマングローブの
植林、また国内では熊本でエコハウス竹ゲートの改修、竹炭作りプロ
グラムなど、年間約3000のプログラムが用意されています。
　「こんなにエキサイティングな経験は初めてで、この経験を終えてす
ごく自信がついた」「現状を目の当たりにし、今後自分ができること、し
なければいけないことを考えていきたい」といった声が参加者から届い
ています。必要なのは、やる気と行動力、そしてカタコト以上の英語力
のみです !  国籍の違う仲間とともに生活し、笑い、語り合うからこそ得ら
れる成長が待っています。
www.nice1.gr.jp

イアエステ（IAESTE）

　イアエステは、理系の幅広い分野において質の高い国際インター
ンシップを実施する世界最大の国際プログラムであり、またそれを行
う団体です。国連やユネスコなどと協調して事業を進め、世界100カ
国に近くの多数の大学、政府組織、非政府組織、学生ボランティア
が活動を支え、1948年の設立以来、総計35万人以上の学生を送
り出してきました。その日本国内組織であるイアエステ・ジャパンは、
1964年に東京大学で設立されました。
　派遣学生は、海外の研究機関の一員として勤務・交流し、国際社
会への適応能力を養い、自分の将来ビジョンを明確化します。派遣
先はヨーロッパの国々を中心に、アジア、アメリカなど世界各国で、滞
在費相当の給与が支払われます。研修期間も多様で8～52週間の
幅があり、夏季休暇を利用し休学することなく参加が可能です。あな
たも、いま学んでいる（これから学ぶ）専門の力を海外で展開して、世
界の人々との交流に挑戦してみませんか。
www.iaeste.t.u-tokyo.ac.jp

国際教育交換協議会（CIEE）日本代表部

　国際教育交換協議会（CIEE）は、約40か国に駐在員を擁し、30

か国50団体と提携し、年間約4万5千人規模で事業を展開していま
す。新しい時代のニーズに対応した海外でのボランティアやインター
ンシップの企画・運営を行う他、日本国政府より委託された派遣研修
など、活動は多岐にわたります。
　CIEEが取り扱う海外ボランティアは「国際ボランティア・プロジェ
クト」（世界中から集まったボランティアと共に活動）を中心として、
ホームステイをしながらの地域密着型の活動や、教育体験、環境保
護、社会福祉などインターンシップの要素も含まれるプログラムも実
施しています。また、TOEFL®テスト日本事務局として英語力向上
の支援をするとともに、様々な国際交流プログラムを提供していま
す。CIEE東京事務所（最寄駅：表参道又は渋谷）では、海外ボラン
ティア説明会を、ほぼ通年で毎週実施しております。興味がある方
は、是非、説明会にも足をお運びください。
www.cieej.or.jp

主な海外インターンシップ・ボランティア実施団体
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東京大学の留学や国際交流に関する部署の体制は大まかに以下のようになっています。内容に応じて、担当部署に報告・連絡・相談などを
行ってください。

各局担当部署一覧（海外留学・国際交流に関すること）

14. 東京大学の留学・国際交流関係部署

部局名 海外留学・国際交流に関する情報入手先 担当部署

法学部 
法学政治学研究科

学部：http://www.j.u-tokyo.ac.jp/kyomu/contents/ryugaku.html
　　 法学部掲示板 
大学院（総合法政専攻）： http://www.j.u-tokyo.ac.jp/in/shs/contents/jugyo.html 
大学院（法曹養成専攻）： http://www.j.u-tokyo.ac.jp/in/hys/contents/jugyo.html

学部：教務係、留学生担当 
大学院：大学院係、留学生担当

医学部 
医学系研究科

募集関係の情報： 医学部掲示板・医学系研究科掲示板 
学部・研究科の留学等情報： http://koryu.m.u-tokyo.ac.jp/homepage00.html

学部：教務係、国際交流室 
大学院：大学院係、国際交流室

工学部 
工学系研究科

募集関係の情報： 学生・院生用情報ポータルサイト（学生専用・非公開）
※ポータルサイトURLは学部・大学院チームへお問い合わせください。 
学部・研究科の交換留学等情報： http://www.oice.t.u-tokyo.ac.jp/index.html

国際交流チーム

文学部 
人文社会系研究科

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/student.html 学部：教務係（教務関係相談）
　　 大学院係（手続き等に関すること） 
大学院：大学院係

理学部 
理学系研究科

募集関係の情報： 理学部掲示板 
学部の留学等情報： http://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/current/ 
研究科独自の留学等情報： http://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/current/graduate.html

教務チーム学部担当（手続き等に関すること） 
教務チーム大学院担当（手続き等に関すること） 
国際化推進室（留学相談）

農学部 
農学生命科学研究科

http://www.a.u-tokyo.ac.jp/cstudents/index.html 学生支援チーム（学部学生担当、大学院学生担当、学生
生活担当）

経済学部 
経済学研究科

http://www.gaia.e.u-tokyo.ac.jp/is/index-j.html 学部：教務係、留学生・国際交流担当チーム 
大学院：大学院係、留学生・国際交流担当チーム

教養学部 
総合文化研究科

【学部・研究科共通】 http://www.globalkomaba.c.u-tokyo.ac.jp 
国際交流支援係の掲示版
国際センター駒場オフィスの掲示板 
【前期課程】 http://www.c.u-tokyo.ac.jp/zenki/index.html 
 PEAK生向け： http://www.c.u-tokyo.ac.jp/eng_site/zenki/peak/ 
【後期課程】 http://www.c.u-tokyo.ac.jp/fas/index.html
 PEAK生向け：http://www.c.u-tokyo.ac.jp/eng_site/fas/ 
【総合文化研究科】  http://www.c.u-tokyo.ac.jp/graduate/index.html
           GPEAK生向け：http://www.c.u-tokyo.ac.jp/eng_site/graduate/

【学部・研究科共通】 国際センター駒場オフィス、グローバ
リゼーションオフィス、国際交流支援係
【前期課程】 前期課程係（教務関係相談）、国際化推進
係（PEAK教務関係相談）
【後期課程】 後期課程係（教務関係相談）、国際化推進
係（PEAK教務関係相談）、国際研究協力室
【総合文化研究科】 総合文化大学院係（教務関係相談）、
国際化推進係（GPEAK教務関係相談）、国際研究協力室

教育学部 
教育学研究科

教育学部学生支援チームホームページ（学生専用・非公開） 学生支援チーム学部担当・大学院担当（教務に関する相
談）、学生支援チーム国際交流担当・国際交流室（留学
全般に関する相談）

薬学部 
薬学系研究科

薬学部掲示板・薬学系研究科掲示板 
学部・研究科の留学等情報： http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~israr/ja/isar/study_abroad.html

国際交流室（留学全般に関する相談） 
教務チーム（学務関係の相談）

数理科学研究科 http://www.ms.u-tokyo.ac.jp/kyoumu_e/liaison_e.html 数理科学教務係

新領域創成科学研究科 http://www.ilo.k.u-tokyo.ac.jp/index.php 教務係（単位認定・学籍等の学務関係） 
国際交流室（部局間協定に基づく学生交流）

情報理工学系研究科 留学に関すること全般： http://www.i.u-tokyo.ac.jp/edu/inter_ex/oir/index.shtml 
募集や奨学金等の情報： http://info.t.u-tokyo.ac.jp/k_suisin1/oice/haken.html

国際交流室

学際情報学府 学際情報学府ポータルサイト（学府学生専用） 学務係、留学生支援室

公共政策学教育部 募集関係の情報： http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/students/board/index.htm 
公共政策学教育部独自の留学等情報： http://www.pp.u-tokyo.ac.jp/international/fe_program.htm

公共政策大学院係（全学学生交流に関する事項） 
国際交流担当（部局間協定に基づく学生交流）

留学先の海外大学（Host University, Host Institution）
●受入決定後の留学先大学での手続き・ビザ・宿舎に関する手続きなど
●プログラムの実施・プログラム中の学生の相談窓口

連絡

東京大学（Home University）

各部局担当部署　※以下一覧参照
●留学の際の東京大学での学務上の事項（留学中の授業履修・単位・学籍など）
●申請書類提出の際の窓口
●海外渡航の際の手続き（留学願、休学願、海外渡航届など）
●各学部・研究科等独自の海外留学・国際交流の実施・情報提供  など

連携

東京大学本部国際交流課
●大学全体を対象としたプログラムの企画・実施
●留学フェア・説明会の開催
●ウェブサイト・SNS等による情報提供  など

国際センター本郷オフィス

GoGlobal 海外留学情報室　　

※47ページ参照
●海外留学に関する情報提供・相談受付  など

連携

本部担当留学プログラムの場合の例

　海外では、不慣れな場所で、どこにどのような危険があるのかが
十分に把握できないこともあるため、交通事故・窃盗・強盗・詐欺な
ど、様々な被害に遭う可能性が高くなります。危険を感じる状況等
をできるだけ避け、常に危険等を予測してから行動するよう心がけ
てください。
　学生が海外渡航する機会が増えている現状、また、今後も増える
ことが予想されることを受け、東京大学の学生及び教職員のための
『海外渡航危機管理ガイドブック』を作成しています。海外に渡航
する学生は必ず本ガイドブックを熟読し、海外でのリスクについて
事前に知り、十分に準備するようにしてください。
『海外渡航危機管理ガイドブック』

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/voyage/

index.html

保険への加入

　海外渡航中の保険については、必ず出発前に出発から帰国ま
で期間をカバーする海外旅行保険・留学保険等に加入してくださ
い。プログラムによっては、公益財団法人日本国際教育支援協会
（JEES）の学研災付帯海外留学保険「付帯海学」に加入するこ
とが参加の条件となります。（国際本部担当のプログラムについて
はこれに該当します）
　また、留学先大学等に指定する保険に加入することを求められ
た場合は、併せて保険に加入してください。
※日本の海外旅行保険・留学保険等は出国後には加入できない
ため注意すること。

所属部局での届け出

　留学等により海外渡航する際には、渡航目的により「留学許可
願」、「海外渡航届」、「休学願」等の提出が必要になります。所
属学部・研究科等の担当部署に確認し、必要な手続きを行ってく
ださい。

健康管理と安全管理に関する事前準備

　『海外渡航危機管理ガイドブック』を参考に、海外において安
全、快適に研究・学習等を行っていくうえで欠かせない「健康管
理」と「安全管理」の両面から、渡航前の危機回避対策を必ず
行ってください。（健康診断、歯科検診、常備薬の準備、予防（ワ
クチン）接種、渡航先国に関する情報の事前収集、緊急対応リス
トの携行など）
　なお、東京大学の保健センターでは、渡航前医療相談を実施し
ています。
http://www.hc.u-tokyo.ac. jp/travel/  

日本大使館・領事館への「在留届」の提出

　海外に3ヶ月以上滞在する場合は、必ず、最寄りの日本大使
館・領事館に「在留届」を提出してください。（旅券法16条により
義務付けられています。インターネットによる提出も可能です。）

万一、海外で事件・事故や思わぬ災害に巻き込まれた場合、日本
国大使館や総領事館はこの「在留届」をもとに日本人の所在地
や緊急連絡先を確認して援護します。※転居・帰国の際にも必ず
届け出ること。
外務省ホームページ　

http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/todoke/zairyu/

海外渡航中の報告・連絡・相談

　海外渡航中、何か問題が生じた場合や相談事があるような場
合、また緊急事態等が発生した場合は、速やかにプログラムの担
当者や東京大学の担当者に報告・連絡・相談してください。
　また、現地で天災、新型インフルエンザ等の感染症、テロ等が発
生した場合は、たとえ自分には何も被害がなくても、安否について
速やかに東京大学の担当者に連絡してください。なお、家族にも定
期的に連絡を取るようにしてください。

その他

　海外でも東京大学の学生であることを常に自覚し、行動や振る
舞いには十分気をつけましょう。
　その他、プログラムの担当者、本学所属学部・研究科、指導教員
等の指示に従い、安全と危機管理に十分注意してください。

13. 安全と危機管理
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16. 留学・国際交流に関する情報収集   

有意義な留学・国際交流のためには、情報収集が大変重要です。
留学の成否は情報収集が左右すると言っても過言ではありません。
以下のような様々なツールを活用して、主体的に情報を集めましょう。

各学部・研究科の情報

　留学の際の東京大学での学務上の事項（留学中の授業履修・
単位・学籍など）、各学部・研究科等独自の海外留学・国際交流につ
いては、各部局の担当部署（45ページ参照）で情報が得られます。

東京大学全体の情報

●東京大学 Go Global海外留学・国際交流情報
①ウェブサイト（通称Go Globalウェブサイト）
　本ガイドブックよりさらに詳細な情報や最新の情報が掲載されて
います。
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/　

（「東大」「留学」で検索）

②Facebook, Twitter

　本部国際交流課からの直接の発信で、留学プログラムや奨学
金関連の新着情報を掲載しています。募集期間が短いものもあり
ますので、Facebook・Twitterをフォローすれば、有益な情報を迅
速に得ることができます。
Facebook  http://www.facebook.com/todai.go.global

Twitter  http://twitter.com/todai_global （@todai_global）

（Go Globalウェブサイトのアイコンをクリック）

③Facebookグループ「Todai Go Global Network」
　東京大学の在学生・教職員・卒業生が海外留学・国際交流に関

する情報を交換できるFacebookの非公開グループ「Todai Go 

Global Network」があります。積極的にご活用ください。
※参加にあたっては本学関係者であることの認証手続きが必要で
す。参加方法はウェブサイトをご参照ください。
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/

contacts/index.html

（Go Globalウェブサイト→「質問・相談」ページ）

 ④過去参加学生による体験記
　Go Globalウェブサイトには学生による詳細な体験記が掲載さ
れています。経験者の生の声も参考にしましょう。
（Go Globalウェブサイト→「留学プログラム」のページ）

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/program/

experience.html

（Go Globalウェブサイト→「海外インターンシップ・国際ボランティア」のページ）

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/internship/

experience.html

●Go Global海外留学情報室
　東京大学国際センター本郷オフィスでは、「Go Global海外留
学情報室」を開設し、海外留学に関する情報提供・相談などを行っ
ています。開室時間・月～金  10：00-17：30（祝日を除く。臨時閉
室日についてはウェブサイトを確認してください）
場所：本郷キャンパス第二本部棟1階  インフォメーションサービス 

 ルーム（龍岡門そば）
http://www.ic.u-tokyo.ac.jp/ic/students/goabroad.htm

●留学・国際交流関連イベント
　東京大学本部では、年に1回の大規模な留学フェアに加え、年
に数回、比較的小規模な留学・国際インターンシップ・海外ボラン
ティア等の説明会を開催しています。担当者や経験者の話を直接
聞くことができます。
　また、海外大学や各国大使館などが主催する留学関連イベント
も多数開催されていますので、目的に応じて参加してみてください。
　留学・国際交流関連イベントの情報もGo Globalウェブサイト
やFacebook, Twitterなどで紹介しています。
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/go-global/event/

（Go Globalウェブサイト→「イベント」ページ）

留学先大学の情報

　留学先大学のウェブサイトを利用し、必要な語学条件や履修可
能な授業、費用などについて、自らの責任でしっかり確認することが
大切です。

その他

　日本学生支援機構のウェブサイトでも、海外留学に関する体系
的な情報が得られます。また、各国大使館のウェブサイトも貴重な
情報源です。
独立行政法人日本学生支援機構  海外留学情報ページ

http://ryugaku.jasso.go.jp

15. よくある質問

Ｑ．留学を希望する場合、いつ頃から準備を始めればよいですか？
【全学交換留学の場合】 全学交換留学の場合、およそ留学の1年
前に募集が行われますので、その時期に応募ができるよう、早めに
語学学習や語学能力試験の受験をすすめておきましょう。10ページ
（「全学交換留学募集サイクル」）、28ページ（「留学の計画と準
備」）も参照してください。
【短期留学の場合】 東京大学の国際本部が担当する夏季短期留
学の場合、その年の1月～2月に募集が行われるプログラムが最も
多いので、その時期に応募ができるよう、早めに語学学習や語学能
力試験の受験をすすめておきましょう。18ページ（「3ヶ月未満の留
学」）も参照してください。2015年からは国際本部が担当する冬季
の短期プログラムの募集も開始する予定です。個人で応募するプ
ログラムも、早いものでは2月～3月に応募が締め切られるものもあ
りますが、中には6月頃まで申し込み可能なものもあります。22ページ
（「その他の留学（個人応募での留学など）」）も参照してください。

Ｑ．前期課程の学生も全学交換留学に参加できますか？
　できます。但し、前期課程の科目の履修計画に関する留意点
や、外国の大学で取得した単位の扱いについては必ず教務課前
期課程係（PEAK生は国際化推進係）で事前に説明を受けるよう
にしてください。

Ｑ．1学期～1年の間留学しても4年間で学部を卒業できますか？
　交換留学の場合、期間や時期、単位取得や単位認定の状況に
よっては、4年で卒業が可能な場合もあります。所属学部に確認の
上、計画的に授業履修や留学の準備を行ってください。ただし、単
位の取扱いは学部ごとに異なりますので、必ず交換留学の計画段
階で所属学部に確認してください。28～31ページ（「留学の計画と
準備」「留学等における学籍・単位認定など」）も参照してください。

Ｑ．留学に行く場合、費用はどのくらいかかりますか？
【交換留学の場合】 日本で生活するのとあまり変わらない程度の費
用で留学することができます。渡航費や生活費などは必要ですが、
東京大学に授業料を納めていれば、留学先での授業料は不要とな
るためです。交換留学の場合、協定校の寮が利用できる場合が多
く、奨学金制度も充実していますので、安い費用で留学することも
可能です。32ページ（「留学にかかる費用」）も参照してください。
【3ヶ月未満のプログラムの場合】 費用は、プログラムによって大き
く異なります。ほぼ無料で参加できるものから、数十万円のプログラ
ムまで様々ですので、よく調べ、予算に応じて参加プログラムを検
討してください。18ページ（「3ヶ月未満の留学」）、22ページ（「その
他の留学（個人応募での留学など）」）も参照してください。

Ｑ．全学交換留学の協定校は、今後増えますか？
　全学交換留学（国際本部担当）で応募可能な協定校は、年々
増加しており、今後も増やせるよう交渉を行っています。5ページの
全学交換留学制度のグラフも参照してください。

Ｑ．全学交換留学の学内選考はどのように行われるのでしょうか？
　全学交換留学（国際本部担当）の派遣候補者は、各部局からの
推薦を経た上で、東京大学本部にて第一次選考（書類審査）、最
終選考（面接審査）を行い選考しています。最終選考は、第一次選
考を通過した学生のみを対象とします。（2014年度現在）　

Ｑ．各プログラムの応募の倍率はどのくらいですか？
　Go Globalウェブサイトの「留学の基礎知識」→「統計資料」の
ページで、応募状況を公開していますので、そちらで確認できます。
人気が集中し倍率が高くなる留学先もありますので、併願ができる
場合は複数の留学先に併願することをおすすめします。

Ｑ．現在申し込もうと考えているプログラムの詳細や、過去の参加
者の経験を知りたいのですが。
　まずは留学先大学が作成しているプログラムのウェブサイトをよく
読んでみてください。また、国際本部が担当するプログラムでは、Go 

Globalウェブサイトの「留学プログラム」→「留学体験記」のページ
に、過去の参加者による詳細な報告書を掲載していますので、そち
らも確認しましょう。また、学内選考を通過した場合は、派遣前のオリ
エンテーションで過去の参加者と情報交換できる機会があります。

Ｑ．Go Globalのウェブサイトには締切日や提出先が記載されてい
ない場合がありますが、どこで確認できますか？
　東京大学では、多くのプログラムで、自分の所属している学部・
研究科等（東京大学では、学部・研究科等のことを“部局”と呼びま
す）に応募書類を提出することになります。締切日や提出先は各部
局ごとに異なりますので、Go Globalのウェブサイトには記載してい
ません。各部局の担当部署（45ページ参照）のウェブサイトや掲示
板で確認するようにしてください。

Ｑ．英語に自信がなくても参加できる留学プログラムはありますか？
　語学を学ぶプログラムもありますので、Go Globalウェブサイトな
どでよく調べてみてください。一口に留学といっても、プログラムごと
に目的や内容・レベルは様々ですので、自分のイメージだけで判断
せず、事前にプログラムをよく調べて、自分に適したプログラムに参
加するようにしましょう。

Ｑ．短期留学プログラムなどに参加したいのですが、東大の授業や
テスト期間と時期が重なっている場合はどうなりますか？
　海外の大学は6月～7月が夏休みのところが多いため、その時期
に開催されるプログラムも多くなっています。自分の授業・試験日程
などを応募前に十分確認し、参加が可能なプログラムに応募してく
ださい。留学のために東大の授業や試験に出席できない場合の扱
いについては、留学時に所属する学部や研究科等の判断によると
ころとなります。留学プログラム等への参加に際して、特別な配慮
が行われるとは限りませんので、学部や研究科等の窓口で事前に
十分確認し、納得したうえで参加申請を行ってください。

Ｑ．留学について相談したいのですが、どこで相談に乗ってもらえますか？
　現在募集中のプログラムに関する具体的なことについては、所
属している学部・研究科の担当部署や、募集要項に記載されてい
る問い合わせ先に確認するようにしましょう。その他、留学に関する
全体的な質問・一般的な質問・相談などは本郷キャンパスの海外
留学情報室（45ページ参照）で受け付けています。
　また、特定の学問分野の留学事情などについては、所属してい
る学部・研究科の担当部署や、指導教員、先輩などに相談してみ
るのもよいでしょう。
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一歩踏み出したその先に、可能性は無限にひろがっています

Po s s i b i l i t i e s  l i e  a h e a d  o f  you .




